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鮮の古い伝承によると王氏は､一族の中から優 1 誉田卸廟山古墳 (現応神陵)･2 丸山古墳･3 盲室山古墳
4 仲ツ山古墳･5 市ノ山古墳 (現允恭陵)･6 基山古墳
れた益女を出していると伝えられているo神功 ; 霊昌豊吉望遠等畠妾買畠)'el｡崇警出諾 諾 琵 琵i
皇后の父は､息長族のオキナガスクネノミコト 11 岡ミサンザイ古墳 (仲哀陵).12 津望城山古墳
































































































①オオヒコ- ②タカリノスクネ- ③テヨカリワケ- ④タカハシワケ
⑤タサキワケ- (参ハテヒ- ⑦カサ-ヨ- ⑧ヲワケ
稲荷山古墳の被葬者については､鉄剣錆文が発見された当初から､ヲワケと被葬者の関係､ヲワケ
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の身分などをめぐって諸説があった｡ヲワケの身分については､上祖のオオヒコが r古事記｣中巻の
















2 岸敏男 ｢古代の画期 雄略朝からの展望｣F日本の古代 6Jl1986･中央公論社























典菅の ｢典｣には ｢ふみ (古典)｣､ ｢のり (規則 ･典範)｣､ ｢つかさ (職)｣などの意があり､











この姓の問題は､多加利足尼 (タカリのスクネ)の ｢スクネ｣､皇巳加利達居 (テヨカリワケ)､多
加披次獲居 (タカハシワケ)､多沙鬼獲居 (タサヰワケ)､乎獲居 (ヲワケ)の ｢ワケ｣なども後の姓
と関係があり､十分検証が必要である｡｢臣｣または ｢直｣､ ｢足尼｣ ･｢獲居｣が､もし姓だとす
れば､この時期に氏姓制度が形成されていたことになる｡











福山敏男氏は､ ｢治天下□□□□歯大王｣を ｢抜宮に天の下治ろしめす瑞歯大王｣と読み､ 『古事
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1 倉野憲司 ｢古事記 祝詞｣r日本古典文学大系 1Jl1958･岩波書店
2 直木孝次郎 ｢古代ヤマト政権と鉄剣銘｣『日本古代国家の成立』1987･社会思想社
3 佐伯有清 ｢座談会 五 ･六世紀の日本と稲荷山古墳｣F歴代公論5』1979･雄山閣出版
4 福山敏男 ｢江田発掘大刀及び隅田八幡神社鏡の製作年代について｣『考古学雑誌』24巻第1号
1934･考古学会
お わ り に
『末書』｢倭国｣伝は､順帝の昇明2(478)年に､倭国王武が使を通わして上表した文を載せてい
る｡この上表文には､ ｢封国偏遠にして､藩を外に作す｡昔より祖禰､窮ら甲宵を撞き､山川を披渉し､
寧虞に迫らず｡東は毛人を征すること五十五国､西は衆夷を服すること六十六国､渡りて海北を平ぐる
こと九十五国､王道融泰にして､土を廓き畿を過にす｡ (以下略)｣とある｡
この記事は､国数などに誇張があるにしても､前述の両銘文が示す5世紀の大和王権の勢力範囲と基
本的に矛盾するところはない.従って､この事実を前提に上表文の記事､及び F末書J)｢倭国伝｣の除
正記事を考えれば､大和王権がこの時期に､朝鮮半島の任那加羅地域にも､一定の支配地域をもってい
たと推考できる｡このように銘文が記す内容は､今後十分検討に値するものと考えられる｡本稿では､
限.られた紙数の中で､日本古代史上の重要な問題について考察したが､さらに､今後もこれらを課題と
して総合的に考究してみたい｡先学諸氏のご示教をいただければ幸である｡
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